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　早産児診療における数々の課題－呼吸・循環・感染・栄養・神経発達・家族支援－は，しばしば
「未熟性」ということばで語られてきました．しかしながら，何がどのように「未熟」であり，それ
がどのような経緯を経て出生時に顕在化するのかを深く理解するには，出生時点の病態だけでな
く，その根底にある「発生」という視点が非常に重要です．
　ヒトの器官や機能は，胎内環境という特異な条件下で，精緻なタイミングと制御機構によって発
達していきます．肺のサーファクタント産生，腎の濃縮能の獲得，腸管免疫系の成熟，脳内ネット
ワークの形成など，どれ1つとして単線的な成長ではなく，複雑な分化と統合の過程をたどります．
早産児の課題とは，これら発生の過程が途中で断ち切られてしまうことによって生じるものといえ
るでしょう．
　また，発生から考えるという視点は，生物学的器官の成熟にとどまりません．母と子の関係性の
構築もまた，胎児期から連続したプロセスであり，出産後からはじまるものではありません．胎児
期における母体と胎児の相互作用は，ホルモン，神経系，免疫系の影響といった生理的な結びつき
を背景として，母は胎動を感じることで，胎児は母の声を感じることなどから心理的な結びつきが
始まり，出生後の愛着形成へとつながってゆきます．早産という出来事は，この愛着形成のプロセ
スにも物理的・時間的な大きなずれを生じさせ，結果として母子間の関係構築に困難をもたらすこ
とがあります．
　本特集号では，このような「身体とこころの発生の連続性」に着目し，早産児診療における様々
な側面を多角的に再考しました．各分野の第一線で活躍される先生方に，呼吸・循環・感染・神経
発達・栄養管理といったNICU入院中にしばしば問題となる医学的テーマに加え，母子関係，家族
支援，倫理的課題といった社会的問題，幼児・学童期以降でみとめられる遠隔期の問題について「発
生」と関連づけてご執筆いただきました．
　本号の特集を通じて，私たちはヒトの発生とその中断がもたらす影響を改めて捉え直し，早産児
診療を単なる「未熟児医療」としてではなく，生後の発生を支える包括的な医療として考える契機
となれば幸いです．そして医療者は，単に病態の解決を行う存在ではなく，早産児が産まれたあと
も「正常な発生のプロセス」に復帰できるよう支援する水先案内人であるという認識を深めていた
だければと願っています．
　本特集が，読者の皆さまにとって，新たな視座を提供し，日々の臨床と研究に役立つ一助となる
ことを心より願っております．
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